CORONA 


コ□ナ密閉式石油ストーブ 

取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消を法）で指定される 
は定イデな製护です 

法定点検を受けるために所有者登録をおこなってくださし、。 
(製品に同«した「所有者票」に記入し投函願しほす。） 


正し<使って上手に節約 


エフエフ ブイテイー 



このたびは、コ□ナ石油ス1ブをお 
買いあげいただき、まことにありびと 
ラございました。 

正しくお使いいただくために、この取 
扱説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後をお使いにな 
るちびいつでち見られる所に「保証書」 
となに大切に保管しでください。 
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A 警告 



KEROSENE ONLY 


使用燃料：灯油 


A 皂給が気筒を必す 
胃 a 点検しでください 




P77/77Z// 



株ぶ含な 3 MJ • 






































































































絵表示の例 


A 記号は注意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なを意内容（左図の場合は一般のな;'主意）び描かれでレます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やち傍に具体的な禁止の容（左図の場合はガソリン禁止）び描かれでレます。 
©記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコン亡ントから巧レでください) 
び巧かれでレます。 


この取扱説日月書および聲品への表示では、製品を安をに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産 
への損害を未巧に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。 
巧客をよく理解しでから本文をお読みください。 


i 


化 

注意 


この表示をお視しで、誤った取扱いをすると、人び死亡、重傷を負ラ可能巧、または义巧の巧能||生び 
想定される内容を示しでいます。 

この表示をお視しで、誤った取あいをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の発ちび想定される 
巧客を示しでレます。 


0特にま意していただきたいことほ全のためにぉずお守りくださし、) 


么警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の畐いミ由は、絶巧に使用しない 
でくださし、。 

义おの原因になります。 


^^G*SOLINEi^y 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでくださし、。 
巧類び落下しで乂ヴつき、义おの原因に 
なります。 




ミ品風吹出□をふさびない 

巧類、紙などで温風吹出□や空気取入 □ 
をふさびないでくださし、。 

巧類、紙などでふさぐと、义災の原因に 
なります。 



0 


スプレー 生厳禁 

スプレー 生や力 t ッ トこんろ用ボンべ 
などを、温風のあたるところに放置し 
ないでください。 

熱で击の圧力力化びり、爆発しで危険です。も= 



定期点検の実施 

定期の （2 年に1回程度）に点検•整備 
を受けでください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、 
故障や事故の原因になりをおです。点検- 
整備はお買い巧めの販売店や資格者のレ 
る店に依頼しでください。 



給排気筒（管、ホース）がれを険 

給排気筒（管、ホース）び外れたまま使 
用しないでくださし、。 

列れでいると運転中に排ガスび室内に漏 
れで、をおです。 



給排気筒トップ閱そくを険 

お排気筒トップの周りび雪でふさがれた 
ままで使用しないでください。ふさびれ 
でいるとさは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い J は給が気 
の巧げじなるのでおやめください。 

閱そくしでレると運転中に排ガスび室内 
に漏れで、危険です。 



給排気筒トップには金網などは付けない 


給が気筒トツプじは、ちよけのための金 
網などはなけなレでください。 

給排気の巧けになり、異常燃焼を起こし 
排ガスび室のに漏れる可能性びありを険 
です。 


EsiPiia 
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ご自身での据付け-移設工事の厳禁 


お客さまご自身による工事はを険です。 
据巧け工事は販売店や専門業者にごの 
頼ください。 

(ストーブを移設させる場含ち同じで 
す。） 



A ミ主意 (CAUTION) 


力ーテン、寝具など可燃物近接禁止 


カーテン-巧団や毛巧など燃えやずいち 
ののそばなどで使用しないでください。 
义災び発をするおそれびあります。 
可燃物との離隔距雖についでは17ペー 
ジを参照しでください。 



異常時使用禁止 

巧 一 異常を感じたとぎは、使用しないで 
くださし、。 

異常燃焼のおそれびあります。 
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• マントルピースなどにはおなけな 
いでください。 

• 標高び 10 0 0 m を超える高巧 
では使用しないでください。 

(空気の濃度び薄いため、燃焼 
に必要な空気び不足しまず。） 

•クリーニング店、美容院などの化学薬品を使田す 
る場所では使用しないでくださし、。 

化尊薬品などの影謹により、異常燃焼や故障の原因 
になります。 

•温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しな 
いでください。 




* ち気の入ってくるち向、例えば 
窓側などじ置くと、冷気びス I -一 
ブで暖められで巧流しますので、 
効果的です。 

出入□など人の通るところは、ぶ 
つかると危険ですので避けでくだ 
さい。 


• 部屋の巧;品を工夫し、部屋の温度の調節をむびけましょ つ。 

ス I ブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるば 
かりでなく、ふく射熱によつでス I ブ本体の温度び上昇しで危 
険です。使巧場所には十分を意しで効果的に使用してください。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、温風吹出□や給排気筒、給排気筒 
トツプなど高温部に手などふれないでください。 

やけどのおそれがあります。 




分解修理の禁止 

古如章、破損したら、使用しなレでください。 
不完をな修理は、危険です。 




腰をかけたり物をのせない 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。 
機器の故障ややけどのおそれがあります。 

機器の上に巧 OVv や水を入れたちのなどを置かないでください。 
水びかかると漏電や故障のおそれがありまず。 


Q 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブ'や給排気 
筒には床暖房巧の熱交換器などを取り巧けないでくださ 
し、。火災や排乃スが室内に漏れる原因となり危険です。 


Q 


電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、枚)をのせたりしな 
いでください。また、電源プラグを抜くときは、コー 
ドを持つで引き抜かないでください。 

火災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差し込む 

電源プラグはコン t ントに根元まで確実に差し込んで 
ください。また、傷んだプラグやゆるんだコンじント 
は使用しないでください。 

火がの原因になります。 

姑れたまでの旅き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 




長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときまたは保管すると青は、必す電源 
プラヴをコンたントから旅いでください。 

乂がや予想しない事故の原因になります。 


€ 


電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを旅き、ほこりおよぴを属蜘を陈 
去しでください。 

ほこりがたまると湿気などで絶縁不良じなり乂おの原因になります。 


〇 


な油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高湿および直射曰光を避け 
た揚巧に保管しでください。 

乃ソリンなどと一緒に保管しないでください。 

誤って使用すると異常燃焼や乂おのおそれがあります。 


〇 


変質な油禁止 

変質な油、不純な油(ちれたな油、かの混じっているな油 
など）を使巧しないでください。 

異常燃焼や故障のおそれがあります。 
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指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに、指や異枚]などを差しこ 
まないでください。 

けがや火災のおそれがあります。 


Q 


巧めてお使いになるときの注意 

祝]めでお使いになるときは耐熱壁料などが焼き付くまで 
煙と臭いが出ます。しばらくの間、窓をあけで部屋の換 
気をおこなつでください。 

また、小鳥や小動枚)などに影誓する場含が害えられますので、この 
間は部屋に入れないでください。 


〇 


給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気筒トップのおくに、な油や巧臟牧1 
など引乂のおそれのあるちのを置かない 
でください。 

火災のおそれびあります。 



油漏れ確認 

油タンク- 3ム製送油管-接含部-給油 
コックおよ 0 TJ 器などからの灯油漏れが 
ないことを確認の上ご使巧ください。 

な油が漏れでいると乂災のおそれがあり 
ます。 



外出ずる時は消乂 

外出するときは、必す運起を停止し消乂しでください。 


〇 


給油時消乂 

火がのおそれびありますので、給油は、必す消火し、 
火の気のないところで巧つでください。 


〇 


特殊用途には使用しない 

食品'精密機器'美術品の保存や、動植物の飼胃'栽培 
などには使用しないでください。 


Q 


可燃物との距離を離ず 

巧燃物との離隔距離についでは、 
を参照しでください。 


標華据付図 （17 ページ） 


〇 


0使用する場所 

ス トー ブをままに使用するためには、場所の還定び'大切です。 


ま全に使用ずるために 


効果的に使用するために 
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ボタン（運捉ランプ兼庙) 


•点乂 •消义するとぎに巧します。 

1回巧すと運転ランプ（ホ）び点のし点乂 
動作に入0ます。 


イマー] ボタン/タイマーランプ 


♦タイマー運輯するときに押します。 
タイマー運転中はタイマーランプ（緑）び 
点! icr します。 


押すとら C 0 ランプ（緑）び点 
に入0ます。 

除すると消なします。 


巧タン/ eco ランプ 


I 対流フアン万ード 


I 巧流用送風機 


■ ェルボ固定を具 


•ストッパーリンブ 


■ おが気筒 


I 燃焼用送風機 
■給気ホース 


※運転中はガスじンサー 
び発光-点滅するため、 
隙間から光び見えるこ 
とびあります。 


回各部のち !! R 

が観図 


正 面 


1-操作部.表示部 

一 . 厂-っ t ••-） 

背 面 


温風の出 □ 
前面ガード 
ガラス円筒 



構造図 


上面板 

運転ボタン 

ち測板ふた 


ルームサーモ 
本体固定を具 


定ミち面器 U じット 
ボタン 


が気管巧け検知用 
リ-ド線 


コム着 □ 


電源コード 




ポットサー=スタ（内部) 
点乂ヒータ（内部） 

点乂ネット（内部） 


過熱防止装置（まをサーモスタット) 
(内部) 

まをサーミスタ（冨板上) 

ブリント配線板 
不完全燃焼防止装置【ガスたンサー X ) 
燃焼リング【内部) 
ノズル（内部) 
電磁ポンプ 
定ミ由面器 

巧震 g 動消乂装置 
送ミ由管 


操作部-表示部の名称と働き 



eco 3 


» eco ボタンを 
なし eco 運転 
eco 運転を瞬 



デ'ジタレ表示部（時計動作コ□ンは現在時剔表示時のみ点減になります。） 


設定通度室の湿度 

•温度表示 

左側：設定温度表示 （1 〇で、1己〜29で） 
ち側：室内温度表示 （0 で〜4 6で） 

• 微か運転時は設定温度表示部消な 

設定温度室の涅度 

•-- こし 表示 

巧)めで電源プラヴをコンじントに差し込んだ 
搞をや厚電舊再通電されたとき。 

?し！旧 




巧定湿度室の湿度 

•現を時刻、時刻ちせ表示 
時計含せ表示消な：現巧時刻（時計動作コ□ン点滅） 
時計ちせ表示点巧：時刻台せ 
(例)午前8時30分に時刻をじット 

設定湿度室の适度 

時計含ねせをしでいないときに表示されます。 

哪 厂 ，.マ。 加が 




設定通度室の湿度 

•タイマー時刻、タイマー台せ表示 
タイマーちせ表示'消な:タイ7—時刻術計動た:! □ン消 口） 
タイマーちせ表示点な:タイマー含せ 
(例)午前6時30分にタイマー時刻を它ット 

設を湿度室の涅度 

• a 表/示：于ヤイルド□ツクのじツト表示 
運転ボタンを巧しでち点义しません。 

けし 表示点滅） 

™ S ぶ， S - 

n 



設定通度室の湿度 

•記号表示（モニターサイン） 

(例 ） f 3表示：巧震白動消火装置の作動 

設定通度室の活度 

•表示なし 

電源プラグびコンじントに差し込まれでなし、。 
苦全サーモスタツトの作動直後。 

E 3 











































































































































































































































































回使用前の準備 


燃料 


燃料は必すな'油 （ J 旧1音な';由）を使巧しでください。 

■ IA 警告 ガソリンなど揮発性の高い';由は、絶対に使用しないでください。乂災の原因になります。 

変質な'油、不純な';由などは、絶対に使田しないでください。 

• IA ま意ロミ由は必す乂気-雨水-ごみ-高温および直射曰光を避けた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでください。誤って使巧すると異常燃焼や乂災のおそれびあります 



ぶ 


ごま貢 I • 変質な油、不純な油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でち保証の巧象外となります。 

- '• 変質な油の処理でお困りの場さは、な油をお買い求めの販売店または、お近くのコ□ナサービス t ンターにご相談ください。 


給油 


■給ミ由の際のま順とま意 

* 么ミち冨給ミ由は必す消乂しでからおこない、こぼれたなミ由はよくふきとつでくださし、。 



給ミ由ポンプ 

給';由□ふた 
スト レー ナ 
(内部） 

ミ由量計 

送ミ由パルブ 
水グ-ジ 
水抜をバルブ 


ミ由タンク 


义災のおそれびあります。 

• 送;'由/ ' U レブを閱じでお;'由□ふたを外し巿販の給;'由ポンプで給;'由しでください。 

ミ由量計のがび r 満 j をさしたらお;'由をやめでください。 

紛由樹ま、紛'由□にあるストレーナを取り化しで、水やごみびたまつでいたら掃除しでください。 
■ストレーナを取りなけで、紛由□ふたを必すちとどおり締めでください。 

•おミ由の際は、か•ごみなどを入れないよラにを意してください。 

が' ごみなどは燃焼不良や、ス I フ'の寿命低下などの原因じなります。 

■給油□ふたは、確実に締めでください。 


■ 0^ ま意]乂災のおそれびありますので、給';由は、必す消乂し、乂の気のないところでおこなつ 
でください。 


■燃料のれのま意と空気巧ぎの方法 

油々、/クを巧 (一1 な,、よう广;モ育しで/ドホ'、 

■ミ由タンクを一旦空にしますと、送ミ由経路のに空気びたまり、正常に送';由びできなくなることびあります。このよラな 


場合には巧の順唐で空気巧さをしでください。 



1. 送油バルブを閉め、ミ由タンクにおミ由します。 

2 . ストーブのコ''ム管□から、ゴム製送ミ由管を外します。 

3 . 送油バ'ルブを開け、コム製送ミ由管からミ由び連続しで流れ出ることをおかめでからゴム製送ミ由管をち 
とどおりス I ブに取り付けます。（なミ由びこぼれないように容器を田意しでください。） 


点义前の準備と確認 

■まを装置の忆ツト、取扱上のま意 


定油面器のじット 

•巧めで使巧するときや、シーズン初めには、ストーブち側面の丸巧の中に指を入れ、定油面器リじツトボタン（赤色) 
を軽く押し下げでください。 



• リたットボタンは据巧け時や、シーズン初めに操作します。 

定油面器に強い衝擊をちえたり異常があったときが外は、特に操作する/必要はありません。 

巧一点火操作媛4〜5分しでち着火しなかったり、着乂禮2〜3分で消乂しでしまラ場含は、リゎットボタ 
ンを}甲しでください。（安全巧が外れ、好油がスムーズじ流れます。） 

• リじットボタンは乱覇じ扳ったり、巧したままの状態には絶対にしないでください。 

• カラーは絶対にがさないでください。 


■送油経路の油漏れの確認 

■ ミ主冨 ミ由タンク-ゴム製送';由管-接合部-給';由コックおよび機器などからな';由漏れびないことをお認の上ご使用く 

ださい。な';由び漏れでいると乂災のおそれびあります。 

• ミ由漏れのあるときは使巧を中止し、ミ由タンクのをミ由バルブを間じてからお買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンター 
にご相談く ださい。 


■電気配線の確認 

*1 A ま意電源プラグはコン它ントに根 ji まで確実に差し込んでください。 

• 電源コードび給排気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 

L ごま意 j 電源プラグ•コードの発熱-発乂-電圧降下を防ぐために… 

• 電源は必す適正配線された巧す目10 0 V のコンたントを使田してください。 

■電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧'他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 




































国使用方法(使い方) 




i の解除 


ネリめで電源プラグをコン亡ントに差し込んだ場合や停電を再通電したときまたはまをサーモスタツトの作動で運転び停止したとき 
は、デジタル表示び亡三0」になり運起を停止したままになります。 

運起ずる場合は巧の手順で操作しでくださし、 


操作部の チャイルド□ック ボタンを3 投 * な巧に 3 回 押してください。 


チヤイルド 



デジタル表示び次のよラに変わります。 
デジタル表示 デジタル表示 




点乂操作をおこなってください。 


点火— 
しな乂順序) 


運転ボタンを巧してください。 


運転入/切 



運転ランプ（ホ）び点灯し、約 5 〜 6 分間の予備燃焼び終わると本燃焼になります。 
(デジタル表示び;品度表示になります。） 



X チ備燃焼後約 2 . 5 分間、义力は中义力になります。 


室温の調節 


本燃焼になりますとルームサーモによる自動運転となり、設定温度に自動調節されます。 

設定温度は自動的に22でにじツトされでいますび、設定温度を変更したいときは、巧のよラに調節しでください。 


广 


高{分) 



• 設定温度の変更は燃焼中（デジタル表示び温度表示中）におこなってください。 

• I 温度/時刻させ 1 ボタンのみを 1 回巧すと 1 ですつ上昇します。（上限 2 9 で） 

• ® を 1 回巧すと 15 でまでは 1 ですつ下びり、 15 でからはいきなり 1 〇でとなります。 
(下限10で） 


•自動運転時に微少义力でち室温び設定温度より上昇する場合、設定温度より3で上昇すると自動的に消义する eco (エコ）運 
転をおすすめします。 （6 ページ eco (エコ）運転の項参照） 

室温び設定室温より3で上昇すると消义し、お部屋のムダな暖めすぎをおさえます。 


H 













































































eco (エコ）運転 

eco (エコ）運転は、自動運転時に医^ボタンを巧すと、ご希望の設定温度に切り換わり、 t ーフ'消义と ecot —フ'運 
転でムダな暖めすぎをおさえ、経済的で快適な室温をなちます。 


自動運転時〔設定温度20での場さ〕 



巨5なボタンを押すと設定お 
度び20でにのり換わります。 


最大义力を70〜90%に 
おさえて室内を暖房します。 


ムダな暖めすぎをおさえ、 
快適な室;品を保ちます。 


室ミ品が設定温度より約3で上 
昇すると'消义し、設定温度 
まで下びると再点义します。 


※設定温度の初期設定は20でです。設定温度は、温度/時刻含わせボタンで10で、15〜29でに変更できます。 


• 室温び20で末満で30分上運転した揚含は、最大义力を90%におさえで運転します。 

• 室温び20で上の場含、最大义力を SO % におさえで運転します。 

• 室温び24で上で30分上運転した場合、（設定温度を 22‘ CJ ^ 上に設定）最大义力を70%におさえで運転します。 


参 eco (エコ）運転でじーブ消义びくりかえされるとガラス円筒にすすび巧くことびあります。 
とさどさ eco (エコ）運転を解除し、义力を中〜大で 1 〜 2 時間燃焼させでくださし、。 


■ eco (エコ）運転方法 

;ボタンを押してください。 

eco ランプび点なし、 eco (エコ）運転に入ります。 


■ eco (エコ）運転の解除 

再度、 咳ち可 ボタンを押してください。 

• eco ランプび消灯し、 eco (王〕）運転を解除します。 

• eco (エコ）運転を解除すると eco (エコ）運転前の設定にちどります。 

参 eco (エコ）運転は一度它ットすると記憶されますので、消义しでち輯除されません。 





















































■クイック微か運転 

•運転中に微かボタンを巧すと、ワンタッチで最ル义力になり、部屋の暖めすぎを防止します。 
巧のよラに操作しでください。 


禪!か]ボタンを押してください。 



微かランプび点灯し、义力び微かに設定されます。 

• 微か運転を解除するとさは陋空]ボタンを巧しでくださし、。 

微かランプび消灯し、瞄除されます。 

• [ p 巧!ボタンび巧しであれば、点义を本燃焼になると微か义力で連続しで運転します。 


■炎の状態 

ストーフ'の据巧けやお排気筒の設置条件で炎はをか変化します。 

•燃烧中の炎に黄色い炎（ホ义）び混じったり、かたよったり、上下変動することびありますび異常ではありません。 


消义 

G 肖乂順序) 


運転ボタンを巧して<ださい。 


運転ランプは消なしますび、燃焼室び;ちま P するまで燃焼用•巧流用送風機は、運転を継続し、約 
10分後に停止します。 

燃焼室び;ち却すると燃焼用-巧流用送風機び自動的に停止し、同時にデジタル表示び温度表示か 
ら現を時刻表示に切り換わります。 


•记ま意 l 2 曰な上家をあけるなど長時間使用しない場合は、運転び完をに停止しでから電源プラグをコンじントか 
ら巧いでください。 

■外出のときは、必す運転を停止（消义）しでください。 

■緊急時 W 外に、ス I ブに強い衝擊をちえたり、電源プラヴを巧いての消义はしないでください。 


運転入/の 



消义後、再点义ずるとをのま意 

] 一 --^ _ I I — 

•燃焼中に誤って電源プラヴを巧いたり、I 運転 > ボタンを押しで「切」にすると、再点义まを装置の働きで、ストーブび 
ちま P されるまでの約2分間は再点义できません。 

ただし瞬間的な消义操作（約1砂巧）の場合は、そのまま燃烧び継続されます。 


現在時刻の調節方法 

!■-: _ I . 


チャイルド 



巧めで電源プラグをコン t ントじ差し込んだ場合や厚電を再遇電したとさ、またはまをサーモスタット 
の作動で運転び厚止したときは、デジタル表示び I -- む ) になり時刻合わせびできません。 

この場合はげ ヤイルド□ツク」 ボタンを 3 秒 W 内に 3 ◎押しでデジタル表示を [^7^ にしでくださし、。 


表示の換 

ボタンを1回押して〔時計合せ] 


温度/時刻台せ 


表示にして <ださい。 ださい。 


ボタンを押して、現在時刻を合わせて< 


設定温度室の温度 




D 品度/時刻させI ボタンをはなすと時計力 s ' 動さおめます。 


5 秒後にデジタル表示は、ストーブび厚止時には現な時刻表示、運転時 
じは温度表示にちどります。 










































































タイマーの使用方法 

■タイマー時刻合せ 


表示切換ボタンを2回押して〔タイマー 温度/時刻合せボタンを押して、タイマー点火時刻を合わせ 


合せ]表示にしてください。 


設定温度室の温度 



てください。「分」は 5 分ごとに動きまず。 

高（分） 

設定湿度室の湿度 


午前 


ら: 


ID 



温度/時刻させボタンをはなしでから5秒後にデジタル表示は、ストーブ 


び停止時(こは、現 S 時刻表示、運転時(こは温度表示にちどります。 

巧定温度室の涅度 

例：午前6時30分(こ含わせた揚含です。〕 


S ..3 か基- 


■タイマー運転方法 


運転ボタンを巧してください。 

1タイマー1ボタンを巧してください。 

(運起中は、この操作はいりません。） 


運転入/は！ 

タイマーランプび点な、運転ラ 

運転ランプ（ホ）が点灯し運転動 

A •た ンプび消なします。 

1。 が、) 作になりまず 

-/ プ'ジタル表。しタイマー点义時 


巧^ 刻び表示され、タイマー運転(こ 

^ V 

入ります。 


■外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイ7— t ットは、絶なじしないでください。 
■タイ 7- 運転は、 [31] ボタンび「入 J になってしぶいと運転び開始されません。 

■運転中に I タイ 7— I ボタンを巧すと、ス I ブは自動'消义し、タイマー運転に入ります。 


■タイマー運転の解除 



/ 

表 S 


'' 

•1 表示切換1ボタンを1回巧すと〔時計合せ〕表示になり現在時刻を表示します。 


< 

み 

*1 表示切換1ボタンをもう1回巧すと〔タイマー合せ〕表示になりタイマー時刻を表示します。 

J 


チャイルド□ック 

- ' • - ミ占こ';^^^己—与^ちご^ミ=;ご- ザ 岂三 可 =_^.し .m 

お寺様などによるいたすら操作の防止れ誤ってボタンを巧しでち点义しないよラにしたいときに使巧しでください。 




























































































自己診断モニタについて 

スI -— ブにトラブルび発生するとトラブルの状態びデジタル表示部に記号表示（自己診断モニタ）されます。 

「故障’異常の見分け方と処置ちる」 （13 〜14ページ）をご覧になり、記号表示に含った必要な処置をしでください。 


〈自己診断モニタ〉 


表 示 

原 因 

解除ちる 

表 示 

原 因 

解除ちミ去 

E 1 

途中 消义 

① 

P3 

ポット異常過熱 

③ 

E? 

不着 义 

pi-l 

不 消 义 

(消义時間び長い） 

E3 

巧 震 作動 

E'5 

排気管巧け検知作動 

PS 

暮板 不良 

ES 

ルームサーモ 断線 

--[し 

停電-過熱防止装置作動 

電源プラヴ差这み時 

③ 

EEI 

疑似 义炎 

ER 

燃焼巧送風機異常検出 

HE 

不完を燃烧防止装置検巧部異常 

④ 

EC 

ルームサーモ短總 

卜に 点滅 

不完を燃焼防止装置作動 

F f 

停止時ポツト異常過熱 

HH 点滅 

連続不完全燃焼逼知機能た動 

EU 

畳板温度異常 

り!-! 点,口 

再点义防止機能作動 

(D 

PI 

ポツトず熱不足 

⑤ 


PE' 

ポツト温度巧下 


■お除方法 

の… S1] ボタンを一旦「の」にし、再び「入 J にしでください。 

② …お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t ンターに修理を依頼 

しでください。 

③ ’’’ I チャイルド□ック I ボタンを3秒な巧に3回押しで巨!!三]表示になったら、 

Si] ボタンを「入」にしでください。 

め’•直ちに部屋の換気を十分にしで、 au ボタンを一旦「刷にし、再び「入」 
にしでください。 

⑤…解除でさません。直ちに部屋の換気を十分にしで、お買い巧めの販売店または、 
おちくのコ□ナサービス它ンターに修理を依頼しでください。 

•販売店に連給しでいただく際は、表示しでいるモニタサインちお知らせください。 


■ cm 己の輯除 

初めで電源プラヴをコンじン 
卜に差し込んだときや停電後 
再通電したとさ、または過熱 
防止装置の作動で運転び停止 
したときは、デジタル表示び 
厂 ^TTl になり、運転を停止 
したままになります。 

運転する場合は、③の解除方 
まをおこなつでください。 


使用上のを意 

本書の「特にを意しでいただきたいこと（ま全のために必すお守りください）」の他に、巧の頂目についでち';主意しでくだ 
さし、。 


•ストーフ'の前面ガードなどは高温です。やけどに；主意しでください。 

特にお子さまをストーブにおブけないでください。 

•前面ガードを開いたまま使巧しないでください。 

誤って放熱器やガラス円筒などの高温部にふれますとやけどをします。 



•雷び発をしたとき、雷(誘導雷）により一時的な過電旺びかかってち、過電圧防止装置び機器をな護するしくみになっ 
でいますび、大きな雷(直撃雷など）の場合は、電寺部品を損傷する恐れびありますので、電源プラヴをコン t ントか 
ら巧いでください。 


•給排気筒トツプや排気管は高温です。やけどに'ま意しでください。 

• IA 警告 I 給が気筒トツプ閱そくを険 

系含排気筒トツプの周りび雪でふさびれたままで使巧しないでください。 

ふさびれでいるときは、除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い j は給排気の巧げになるのでおやめください。 
閱そくしでいると運転中に排ガスび室内に漏れで、危険です。 



•ガラス円筒には水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。ガラスび割れ危険です。 
•ストーブ前面なおは、ふく射熱び強いので熱に弱いをのを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変あしたりすることびあります。 


•シーズンオフのよラに長期間使巧しないときは、コンじントから電源プラヴを巧いでください。 













































































巧安き装置 

このストーブには巧のよラなまを装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常び取り除かれでを再度点义操作をしなければ運転は停止したままです。 


まを装置 

原因•作動結果 

処置方法 

巧震自動消义装置 

(り 表示) 

•強い地震（震度約 5 必上） 

や衝撃を受けたとき 

A -モニタサイン〇表示 

V -自動的に消乂 

•ストーブの周迅や給気ホース-排気管の外 
れ-油漏れなどの異常がないことを確認し 
でから点乂操作をしでください。 

(対震 g 動消乂装置は作動後白動的にじッ 
卜されます。） 

点リ 

燃度 

( 

ド'' 

\ (遗 q 

くま 

• 

ミ制 ； 

フレーム 

表示- 

コ消火） 

を装置 

卸装置 

コッド） 

表示'! 
(不着乂）ノ 

•点乂 S スをしたと苦 
♦遗中消乂をしたと苦 
•炎が異常に小さいとき 

J > ■モニタサイン〇表示 

> またはに表示 
^ -自動のに消义 

• 日常の点横-ま入れ （ 11 〜 *1 3 ページ参照） 
をしでから点火操作をしでください。 

•なおち異常のある場含は、お買い求めの 
販売店または、お近くのコ□ナサービス t 
ンターじごホ目談ください。 

停頭 

( 

! ま 

--[し 

を装置 

表示） 

♦停電したと苦 

•電源プラグが抜けたとき 

J -自動的に消乂 
〉 • 通電媛モニタサイン 
^ |--。|表示 

■再運転するときは 1 チャイルドロック 1 ボタ 
ンを 3 砂必内に 3 ◎巧しでデジタル表示か’ 

-1 になってから再度点义操作をしで 
ください。 



過熱防止装置 

(ま全サーモスタット ： 110 で） 

(1- -[/J 表示） 

♦对流フアンガードやスト 
ーブの前面がふさがった 
と苦 

•ス 1 -ーフ''の前面に障害物 
などびあるとき 
•対流巧送風機が□ックし 
たと夏 

- g 動的に消乂 

A •ストーブが冷却された後 
V モニタサイン 
表示 

•原因を取り陈き、ス 1 -ーフ''が'十お冷却しで 
から 1 チャイルド□ック 1 ボタンを 3 秒な内 
に 3 ◎押しでデジタル表示び1 - -- -1 に 
なっでから再度点乂操作をしでください。 
処置をしでも繰り返し作動するときは、販 
売店または、お近くのコ□ナサービスじン 
ターに連絡しでください。 

不完全燃焼防止装置 

(ガス t ンサ ー) 

(医百点滅表示） 

• 排気が室内に漏れ不完全 
燃焼防止装置が働いたと 
妄 

■自己診断モニタ区 0 点滅 
A 表示 

■自動的に消乂 

• 部屋の換気を十分にしでください。 
•排気管が外れでいないか、他の燃焼機器の 
影響を受けでいないか確認しでください。 

連続不完全燃焼通知機能 

(1-11-1 点滅表示） 

• 不完を燃烧防止装置が連 
続しで 4 回作動し、「連続 
不完を燃焼通知機能」が 
働いたと苦 

^ -自己診断モニタ区 g ] 点滅 

) 表示 

^ ■自動的に消乂 

•部屋の換気を十分にしで、お買い求めの 
販売店または、お近くのコ□ナサービスじ 
ンターに連絡しでください。 

再点义防止機能 

(臣固点な表示） 

♦さらに不完全燃焼防止装 
置(不完全燃焼通知機能） 
が連続しで3回作動し、 

再点火防止機能が働いた 
と妄 

-自己診断モニタ区图点な 
A 表示 

V •白動的に消乂 
•再点火できません 


10 
















































画その他の装置 


装置の名称 

原因•作動結果 

処置方法 

再点义安全装置 

•消乂直後、再点火操作し 
たとき 

A -約 2 分間の;ちま日をでない 
v と点义動作に入らない 

/•約 2 分経過後、白動的に点火動作を開^ 

1 始します。 / 

が気管巧け巧知装置 

げ弓 表示） 

•排気管の接続部が外れた 
と苦 

•排気管扳け検知巧リード 
線が外れたり、斷線した 
と黃 

A -モニタサイン医互表示 

V ■ス1-ーブの運転を停止 

•給排気筒およ处排気管の接続部に、外れ- 
ゆるみがないか確認しでください。 

• 排気管旅け検知巧リード線のゆるみまたは、 
外れ-祝れがないか確認しでください。 

給が気商^\ 


rs な省 

t リー ド^]^^^^^あ気ロキャップ ねじ 

燃焼巧送風機異常 

檢出装置 

(医巧表示） 

•回転数が異常に巧下した 
と黃 

A -モニタサイン医固表示 

V •ス1-ーブの運転を停止 

•お買い求めの販売店または、お近くのコ〇 
ナサービスじンターに修理を依頼しでくだ 
さい。 

超電流防化装置 

(表示部全消な） 

•内部配線のショートによ 
り過電流が流れたとき 

A -電流ヒューズが切れ、 

V すべでの運転を停止 

•お買い巧めの販売店または、お近くのコ〇 
ナサービスじンターに修理を依頼しでくだ 
さい。 

ま全サ-ミスタ谓あ上: 73で) 

([T 巧表示） 

•对流フアン方ードやストー 
ブの前面かぶ、さがったと 
き 

•ストーブ'の前面に障害枚） 
などがあるとき 

A •モニタサイン臣图表示 

V -§動的に消乂 

•原因を取り陈いでから点乂操作をしでくだ 
さい。 

•なおち異常がある場含は、お買い求めの 
販売店または、おおくのコ□ナサービスじ 
ンターにごす目談ください。 


な曰ちの点巧•手入れ 

点検、手入れのときのを意 

点検•ま入れは消乂後、ポットパーナが冷却しでから、必す電源プラグをコン它ントから巧いでおこなつでくださし、。 

I ごま意 I • 電気部品の分おや巿販品との交換は絶対にしないでください。 

• 燃焼部の分醒は絶対にしなレでください。 


点検、手入れの必要項目、時期、方法 

■ ~ 7 ~: 


■周囲の巧燃物 （使届ごと） 

• { A ミち意1 ストーブの局囲は、常に整巧•掃除し、燃えやすい 
ものを置かないでくださし、。 

■ほこり （使用ごと） 

•ストーブにほこりび巧し、た状態で運転をしなし、でくださし、。 
•ストーブ外觀のほこりや巧れは、乾レたやわらかい巧などで 
きれいにふきとつでください。シンナ ー■ アルコール-ベン 
ジンなどは使用しないで < ださい。 

■ミ 由漏れ •ミ 由のたまり •ミ 由のにじみ （使巧ごと） 

•置台-ミ由タンクにミ由漏れ-ミ由のたまりやミ由のにじみびないか、 
点検しでくださし、。 

また給油の際にこぼれたななは、よくふきとつでください。 

ミ由漏れのある場合は、お買い巧めの販売店または、おちくのコ〇 
ナサービスじンターに修理を依頼しでください。 

■ゴム製送;'宙管の点検•交換の目ま （シーズンの初め) 

* 1 么ミち意 I 巧タンクやゴム製ちミち管-接合部-お;'由コックおよ 
び機器などからのな';由漏れびないことを確認の上ご使用くだ 
さい。灯ミ由び i 扁れでしぶと义災のおそれびあります。 

I ごま意 I *3 ム製送';由管は、屋外で使田しないでください。 
屋外での使用は禁止されています。 


•ゴム製送';由管は、経年変化しまずのでまでかし巧げ、ひび割 
れびなレか点検し、ひび割れびあるときは交換しでください。 
交換の目をは、3年に1度です。交換はお買い巧めの販売店 
または、おをくのコ□ナサービス t ンターに巧頼しでください。 

■ミ由タンク （シーズンのネリめ、適時） 

•ミ由タンク巧に水やごみびたまつでいないか点検しでくださし、。 

ミ由タンク巧の水抜さおよび掃除は、ミ由タンクな属の取扱説明 
書に従つでおこなつでください。 

■給が気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使吊ごと） 
警告 1 給が気筒(管-ホース）びがれたまま使用しなレでく 
ださい。がれでいると運転中にがガスび漏れで危険です。 

• A 警告 積雪びをいとさには、給が気筒トップの周りび雪で 
ふさびれでいないことを確認してください。 

ぷ、さびれているとさは、除雪しでください。閔そくしていると、 
運転中に排ガスび室内に漏れで危険です。 

•給排気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、 
とぎどさ点検しでくださし、。 

障害物び置いである場合は、移動しでくださし、 

■給気ホース•排気管の点検 （シーズンのネリめ、適時） 

• 給気ホース' 排気管の接続部びがれでいないか点検しでくださし、。 
•給気ホースヴ排気管にあたつでいないか点検しでくださし、 


































■給が気筒接続部のゆるみおよびトップ局囲の点検 

(1 シースン1〜2回） 

•給排気筒びつまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必す点検し、くちび巣をつくったり異物び 
入ったりしでいるとぎは、必す掃除しでください。 

• 給排気筒および排気管の接続部び列れたり、排気管巧け検巧 
用リード線び外れたり、断線しでいないか点検しでください。 
•給排気筒を一度取り外しで、再び取り巧けるとさは、排気管 
の接続部内部にはめこんであ 
る0 IJ ングび破損しでいないか 
確かめでください。 

破損しでいた場合は、お買いホ 
めの販売店または、おおくのコ 
□ナサービス t ンターに交換を 
巧頼しでくださし、。 



メスオス 
ェルボ 


ストーブ 
接続側 


( P 40 4種 D ) ( P 40 4 SD ) 


燃焼筒ふた 



■定ミ由面器のストレーナの掃除 （適時） 


6. スクルトンをガラス円筒にあ 
でないよラに取り外しでくだ 
さい。 

7 . 燃焼 I 」ングを左へ回しでから、 
フレーム□ッドに当でないよ 
ラに注意しで上へ引さ上げで 
取り外しでください。 

8. 点义ヒータ、点义ネットを変 
おさせないよラにポットパー 
ナ巧部のずすをドライバーな 
どでかき落としでから巧など 
でふきとつでください。 

9 . 組み立での際、燃焼リングは、 
左図のよラに確実に取り付け 
で < ださい。 


〔お買い求めの販売店または，おちくのコ□ナサービスじンターに修巧をめ頼しでください。) 

•定ミ由面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいまず。 
水やごみびたまると、灯ミ由の流れを妨げで、十分な义力び出 
なくなります。 

なのよラに掃除しでください。 



1 . ミ由タンクの送ミ由バルブを閉じ 
で < ださい。 

2 . ストーブのち側板ふたを止め 
でいるねじ （1 本）をがし、 

ち側板ふたを取り外しでくだ 
さい。 

定ミ由面器びみえできます。 

3 . ストレーナの掃除□にノ \ガキ 
などの層紙を差し込んで、ミ由 
ガイドを f 乍り、その下に容器 
を置いでストレーナの止めね 
じをゆるめで外しでください。 
定ミ由面器の巧れたなミ由やごみ 
びを部流れ出ます。 

4 . ストレーナを取り出しで、さ 
れいなな巧の中ですすぎ洗い 
をしでくださし、。 

(水で洗わないでください。） 


組み立てるときは 

• 0 リンブおよびストレーナコ'ムパッキンを忘れないよラにしで 
ください。 

•ストレーナを逆に入れないでください。 

•ストレーナの止めねじを固く締め巧けでください。 

• ミ由漏れびないか確認しでください。 


■ポットパーナの掃除 （適時） 

( お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。） 

•臣 1' ま意 I 掃除は、ストーブを消乂させ十分冷却しでか 
らおこなっでください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれが'あります。 

• ポットパーナにすずびついでおのおび不揃いになったときや、 
ポットパーナの底にすずやカスびたまりずぎで着义びおそく 
なったときは、巧のよラにしでずすを取り除いでくださし、。 


1 . 前面ガードを外しまず。 

2 . 上面板の左ち各2本のねじと、 
を側3本(両端と真ん中)のね 
じをがし化粧板と一緒に上に 
引さ上げで外します。 

3 . 上面板遮熱板の4本のねじを 
外し、上に引ぎ上げで外しま 
す。 

4. 燃焼筒ふた押えの2本のねじ 
を外し、取りがします。 

5. 燃焼筒ふたを外しでくださし、。 


上面板 



■反射板-ガラス円筒の掃除（適時） 

ま意 I 掃除は、ストーブを消乂させ十分ち却しでか 
らおこなつでください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれが'あります。 

•反射板およびガラス円筒にほこりびたまると反射効率び悪く 
なるばかりでなくを検です。 

巧の要領で適時掃除をしでほこりを取り除レでください。 



1. 前面ガードをち側の固定ばね 
(2 個)力、ら外し左側にまわし 
で < ださい。 

2 . ガラス円筒を割らないよラに 
ミ主意しで掃除機などで反射板 
およびガラス円筒のほこりを 
きれいに掃除しでください。 

3 . やわらかい巧などで反射板お 
よびガラス円筒をきれいにふ 
いでください。 

4. 掃除び終わったら、ちとどお 
りじ取り巧けでください。 

前面ガードは、確実に取りは 
けてください。 


■ガラス円筒内部の掃除（適時） 

( お買いホめの版売店または.お近くのコ□ナサービス它ンターに修理を®頼しでください。） 

•をま意 I 掃除は、ストーブを消乂させ十分ち却しでか 
らおこなつでください。 

熱い状態でおこなラとやけどのおそれが'あります。 

• 長期間の使用や、ミ由だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒 
びすずけることびあります。 

ガラス円筒びずすけで炎び見えにくくなつたときは、12ぺ 
ージ「ポットバーナの掃除 J の項にしたびい、スクルトンを 
外しでガラス円筒を掃除しでください。 


•方ラス円筒には、水をかけたり、衝擊を与えないよラに注意し 
でください。 

■運転中にガラスび徐々にすすけた場合は、しばらくの間 （30 
分間）义力を大きくすることにより、すすを除去することびで 
きます。 


■フレーム□ッド（燃焼制御装置）の点検 （適時） 

C B 買いホめの版売店または.お近くのコ□ナサービス它ンターに修理を®頼しでください。） 

•フレーム□ッドの巧端にすずび巧着したり、フレーム□ッド 
び変おすると誤作動の原因になりまず。 

フレーム□ッドの点検-交換はお買いずめの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス亡ンターに巧頼しでください。 
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■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点検 （シ-ズンの巧め） ■巧流ファンガードの掃除 （ 1 週間に 1 歐 


お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに修理を依頼しでください。つ 

•点乂ヒータや点乂ネット(こずすが付着するとホ熱がお下した 
り、油のひろがりが悪くなり、着乂不良の原因になります。 

• ノズルの先端にすずが付着ずると異常燃焼(こなったり、着乂 
不良や消乂時間が'長くなる原因になりまず。 


点火ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検•交撰はお買い求めの販売店 
または、おおくのコ□ナサービスじンターじ依頼してください。 


■地震などの災害び'発ちしたとさの点検についで 

• 地震などの巧害び発生し、ス I -ーブ I こお動や衝撃び加わった 
とぎは、運転前に必す巧の点検をおこなっでください。 

〇給排気筒まわりの外れ、漏れの確認 
〇な巧配管からの漏れの確認 

点検で異常び見つかった場含は、お買い巧めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービスじンターに修理を巧頼しでくださし、。 


• 巧流フアンガードにほこりびたまると音び大きくなつで温風 
量びかなくなり、暖房出力びほ下すると同時に、ストーブ巧 
の温度び異常に昌くなつで、過熱防止装置またはま全サー= 
スタび巧動する場合びあります。 

• 1週間に1度は、巧のま順にしたびつでが流フアンガードの 
掃除をしで < ださい。 



1 . 運転を厚止し、巧流 
田送風機び止まって 
いることを確認しで 
ください。 

2 . 掃除機などでガード 
についたほこりを取 
り除いでください。 


巧流ファンガード内には、指や異物などを入れないでください。 


宜定期点検 

長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シース'ンに1回程度、シース'ン終3をなどに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買い巧めの販売店または、おお 
くのコ□ナサービスじンターをしくは修理資格者〔(お）曰本石;'由燃焼機器な守協ミ ( TEL 03-3499-2928) でおこなラ技 
術管理講習含修3者（石;'由機器技術管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 


愛情点検 


り 


長年ご使用の密閉式石油ストープの点検をぜひ！ 

こんな症状は 
あ0ませんか 

参;'由をれがする。 

参強いにおいびする。 

参運転中に異常な音びする。 

参その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


► 故障や事故の防止のため必すお買い求がの販売店また 
は、おおくのコ□ナサービス t ンターにご連絡ください。 
点検-修理についでのご費用など詳しいことはお買い 
求故の販売店または、お近くのコ□ナサービスじンター 
じご相談ください。 


函巧障 • 異常の見分け方と処置方法 


■巧のよラな現象は故障ではありません。修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

初めで使用するときやシーズンの初め(こ煙やにおいが 
でる。 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでくださし、。 

ずぐに点义しない。 

ず熱点火ち式のため予熱時間が3分程度必要です。 

(予熱時間は室温により多少変化します。） 

燃焼開始時や消乂棲に「ピチピチ j や「カンカン」と 
いラ音びする。 

本体内部び熱により膨張、収縮するためです。 

点义時にボンと音が'する。 

点火ずるときに発生する着乂音で、異常ではありません。 

燃焼開始時に黄色い炎（ホ义）び混じる。 

異常ではありません。 

燃 

焼 

時 

去 

の 

m 

青炎の中に黄色い炎（ホ义）び混じる。 

炎の一部び揺らぐ。 

異甫ではありません。 

給排気筒の先端から連続的(こ白煙が出る。 

外気温びおくなると、排気乃ス中に含まれでいる水分が';疑結しで 
水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙ではありません。 

灯ミ由ぎれの際に一瞬炎び大きくなつで消义する。 

異甫ではありません。 

「カチカチ」音びする。 

電磁ポンプの音で異甫ではありません。 

ガラス円筒び白くなる。 

なミ由中の成分びガラス円筒じな着するためです。異常ではありません。 


■巧のような現象のときは使巧を中止し、';由タンクの送ミ由パルプを閉じでお買い巧めの販売店または、おおくの〕□ナサービ 
ス它ンターにご連給ください。 


現 象 

症 が 

•点义時'燃焼時'消义時に「ボーン J とレラ大きな音びした。 

ストーブび損傷したりパッキンび飛散しでレるおそれびありまず。 

•黒煙を出しで燃えでいる。 

燃焼び異常になつでいまず。 

•置台に';由び漏れでレる。 

送油配管よりな油が漏れでレます。 
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■使用中に異常が'あったら;夕表により原因を調べで処置をしでください。 

■原因のわからないとさや処置のむすかしいとさは、お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナサービスじンターに 
ご連給ください。 X 設定温度表示に自己診断モニタび表示されます。 
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元 
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フ 
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円 
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び 
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す 
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HE 
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焼 
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装 

置 

横 

知 

部 

異 

常 

I-IC 

点滅 
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装 

置 

作 

動 

HH 

点滅 

違 

続 

不 

元 

燃 

焼 

通 

知 

機 

能 

作 

動 

HH 

点な 

青 

点 

乂 

防 

止 

機 

能 

作 

動 

処置ちま 

電源プラグをコンじントに 
差し込んでいなし、 













• 





コン t ントに確実に差し込む 

強い地震があった 
または、ストーブに衝擊を 
ちえた 



• 















ストーフ'の周迈や給気ホース 
-が気筒の外れ-巧漏れなど 
の異常がないことを確認しで 
から点乂操作をしでください 

送';由バルブび閉まっでし、る 

# 

• 
















送ミをバルブを開く 

定ミ由面器の安を装置が‘作動 
しでし、る 

♦ 

• 
















定ミを面器 ut ツトボタンを巧 
す 

Zf ム製送';由管に空気だま0 
がある 

• 

• 





参 











燃料祝れの注意と空気振きの 
ち法 (4 ページ）を参照しで空 
気振きをする 

定ミ由面器に水、ごみが‘入つ 
でし、る 

• 

• 





参 











お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

給が気筒の設置が富華通り 
でなし、 

排気管が長すぎる 








• 

• 









お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

対流フアンガードにほこり 
がたまった 





• 

• 












フアンガードのほこりを掃炼 
磯などで掃除する 

給が気筒の工事が不適当の 
ためが気刀スを暇い込んで 
いる 

# 







# 

♦ 

# 


• 






お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

燃焼リングび変形しでし、る 








• 

• 

• 








お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

ミ由漏れがある 











• 







お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

給が気筒接続部ががれでい 
る、すきまびある 
が気筒振け検知巧リード線 
端寻接続部びゆるんでいる 




• 














お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

フレーム □ッ ドにすずが多 
量には着した 

♦ 

















お買い求めの販売店または、 
おおくのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼ずる 

停電があった 





参 













I -- CU を絕係し、時刻な^^‘ 
をじ ツ トしでから点乂標作を 
する 

給が気筒トップの先端がお 
おわれでいる 

• 







# 

♦ 

# 


• 






おおっているちのを取り除く 

不完全燃焼防止装置が‘巧障 
しでし、る 














• 




お買い求めの販売店または、 

お近くのコ□ナサービス t ン 
ターに修理を依頼する 

室のに排気乃スが漏れた 















参 

• 

• 

直ちに部屋の換気をする 
「不完を燃焼防止装置」 

(1 0ページ)のの客を点横ずる 
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虹部品交換のしかた 

■部品交換のとさのミ主意 

r ごを意 I 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要の場合には、お買いホめの販売店または、おちく 
のコ□ナサービス它ンターちしくは修理資巧者〔(な）曰本扫ミ由燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習含修了者（扫ミ由機 
器技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コ□ナ純正曲品 とご指定 < ださい。 


消耗•劣化しやすい部品（交換び必要な部品) 


項 目 

巧 容 

使巧期間によ0交換が’必要な部品 

ポットバーナ-点火ヒータ-燃焼リンブ-スクルトン-フレーム□ッド-点义ネット-ガラス円筒- 
备種パッキン-排気管接続巧〇リンブ ( P 40 4種 D ) 

環境により劣化しやすい部品 

プ I 」ント配線板-燃焼巧送風機-ガスたンサー- Zf ム製送油管-对流用送風磯 

変質-不純な油の使巧により劣化しやすい部品 

電磁ポンプ•定油面器-フレーム□ッド 


画保管（長期間使用しない場合） 

シーズン終3時などの長期間使用しないときは、曰萬の点検’ま入れの頂 (1 1~13ページ）を参照し、巧の要領で保管しでください。 

1.電源プラグをコン它ントから抜いでください。 

• A ミ主意 I 長期間使用しないときは、電源プラグは巧いてください。 

2 .ミ由タンクの送ミ由バルフ''を閉じでください。 

3 .対流フアンガードの掃除をしでください。 （1 3ぺージ） 

4. 定ミ由面器内の0ミ由をすべで巧き取ってください。 （1 2ページ） 

5. 本体のごみやほこりを取っでください。 

•掃除機などでごみやほこりを取り除いでください。 

6. 本体をしめらせた巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

7 .ストーブは据なけたまま保管してください。 

•巧流フアンガードにほこりびたまらないようカバーなどをかけでくださし、。 

•どラしでち取り外しでな管されるときは、ポ I 」袋をかぶせ、乾燥した場所に横倒しにしないよラおしまいください。 

•巧シーズンに据なけるときは、必ずお買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス它ンターに依頼しでくださし、。 

• 取扱説明書は大切にな管しでください。 
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画仕様 

仕様 配線図 


型 

な の 

呼 

び 

FF - VT 己引1 P (基本型す FF - VT 5510 P ) 

FF - VT 4211 P (基本型な FF - VT 421 OP ) 

種 




類 

ポットす-屋内巧-強制給が気お-強制が流お 

点 

乂 

ち 


す 

電気点乂す 

使 

巧 

燃 


料 


なミ由 （ J に 

1 号なミ由） 


燃 

焼 

が 


態 

最大 

最ル 

最大 

最ル 

燃 

料 消 


賣 

量 

目. 36 kW 
の. 618 L / h ) 

2.04 kW 
(0.198 L / h ) 

4.87 kW 
(0.473 L ル） 

2.04 kW 
の.1目 8 L / h ) 

発 

熱量及び熱効 

率 

22,890 kJ/h 

7,330 kJ/h 

17,520 kJ/h 

7,330 kJ/h 

暖 

房 

化 


力 

己. 47 kW 

1.711 <W 

4.19 kW 

1.71 kW 

熱 

効 



率 

86.0% 

83.8% 

86.0% 

83.8% 

標 

準適 

室 

温暖地 

木造23.01 rf (14 置)まで 
コンク1」ート 31.5 rTf (19 置)まで 

木造18.日 rrf (11 置)まで 
コンク|」ート2日. Orrfd 日置)まで 

暮ち地 

木造23.0 rTf (14 置)まで 
コンクリート38.0 rrf に3置)まで 

木造18.日 rrf (11 置)まで 
コンク1」ート2目.日 rTf (18 置)まで 

外 

お 

寸 


ま 

高さ600111111幅日日8議奥巧3日目 mm (置台を含む） 

質 量 

18.5 kg 

電源電圧巧び周放数 

100 V 日 0/60 HZ 

定 

搭消 


電 

力 

点火時 340/340 W 最大日 00/600 W (点火初期に短時間凳生） 


最大燃焼時3目/41 W 

最大燃焼時 36/37 W 

待 

機時消 

費 

電 

力 

1.8 W 

給が気筒の型すの呼び 

QU 4-4 

給 

排気筒の呼び 

径 

D 40 

給が気筒の壁震通部の孔径 

cp 75 m 

排 

気 

巧 

/皿 


度 

260でが下 

電 

流ヒ 

ZL 

- 

ズ 


5 A ■ 

10 A 


を 

全 

装 


置 

巧震白動消乂装置-点火ちを装置-燃焼制御装置-停電ちを装置- 
過熱防止装置-不完を燃焼防止装置 

そ 

の他 

の 

装 

置 

再点乂まを装置-過電流防止装置-が気管抜け模知装置- 
燃焼巧送風磯異常検出装置-安をサ ー S スタ 

付 

属 



品 

遮熱板1個、給が気筒じツト 1 組、本体固定を具2個、 

ゴム製送油管締付バンド2個、ス I 」ーブ1個、取扳説明書、工事説明書、巧ち者票 



※標華適室は、巧回法人-曰本ガス石;由磯器工業含の算定基華じよります。 

画ア フターサー ビス 


■保証について 

•このコ□ナ密閉す石油ストーブには保証書がついでいます。 

保証書は、必す「お買いあげ曰•販売店名 J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りじなり、大切に保管しでください。 
•保証期間は、お買いあげいただいた曰から1年間です。 

•なのよラな原因じよる故障および事故につきましでは、保証の対象になりませんのでを意しでください。 

• 変質好;'由や不純な油など、また好;'由が外の燃料使巧じよる故障や事故 
• 誤った使用ちまによる S 夕障や事故 


■修理を依頼されるとさ 

♦「お障.異常の見分けちと処置ち法 J (13-1 4ページ）の頂に従つ 
でお調べください。直らないときは、ご使巧を中止し、必す電源プラ 
ヴを抜いでから、お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービ 
スじンターじご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい内客は次の通りです。 

①品爸©型式の呼び感お買いあげ曰 
® 故障がミ兄（で章るだけ具体のに） 

© ご住所-ご巧各-お電話塞号 

•修理に隙しでは、保証書をご提示ください。保証期間中であれば保証 
書の規定にしたがつで無料修理させでいただきます。 

•保証期間が過ぎていると章は、修理すれば使用できる製品についでは、 
ご希望により有料で修理いたします。 

•ご不明な点や修理に関するごす目談は、お買いあげの販売店または、お 
近くのコ□ナサービスたンターにお問い含わせください。 


■保証期間び過ぎているときは 

参お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナサービス t 
ンターにごホ目談ください。修理によって使巧で妄る製品 
についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

♦石油ス I -ーフ''の補修巧性能部品（機能を維持するため 
に必要な部品）の保有期間は製造打ち切り禮7年です。 

■修理に出されるときは 

参輸送時や運搬時に定油面器内になミ由び残ったままです 
と、傾きや振動でな油がこぼれることがありますので、 
必す抜き取っでください。 
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画お付け•移設 

据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

おなけや移設工事は販売店またはおは業着に依頼し、お客様ご白身ではおこなわないでください。 

据包け場所の選定及び標準据位け巧1__ 

お付けについでは、义がず防条例、電気設備に関する技術冨華などをちの畐華びあります。工事説日月書の「特にを意しでいただ 
きたいこと（ま全のために必ずお守りくださいりをお読みになり、販売店または据巧業者とよくご相談しでください。 

また、「標準据巧け例 J についでは、下図を参照しでください。 


■標準据付け例 

ス I ブのお付けは、下図を満足させる位置に取り巧けでくださし、。 


y/////mw///m 

腫熱板 100 cm 

が上 

♦ 




化ブま 11 cm 6日 cm な上 


> A 寸法は、胁す 2 0cmJ^ 上とし、ス I -ーブ前面左側に巧属の遮熱破を取りはけでくだ 
さい。（同個の「避熱樞の取付けちま」を参照しでくださし、。） 

>避熱樞を取りなけない場合は、 A 寸法を25帥が上にしでくださし、。 

>点檢-手入れのため、巨寸法を 30 cm む上にしでください。 


•テレビやラジオから1 m じ(上離しでくださし、。 

•側ち障害物は、両側にあつでちよいが給排気 
筒と障害物、可燃物との距離は 45 cmJ ^ 上 
とつでくださし、。 

• 前ちじ厮や建物びある場合は給排気筒先端と 
前ち障害物との距離は 60 cm 料上離し、かつ 
上ちおよ0^両側ちに気流を阻止する障害物び 
ないよラじしでください。 

•給排気筒下面は地面から2 0011が上離すよラ 
(こしでください。なお積雪地域では、給排気 
筒先端が雪でふさがるおそれのない高さを確 
保しでくださし、。 


•木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、 
または金属板張りをしである場所に給が気筒を通す 
ときは、それらの金属部に接しないよラに電気的絶 
縁をしでくださし、。 

•壁に巧をあける場合、壁の内部にある電気配線■ガ 
ス. 水道の配管にあたらない場所を遺んでくださし、。 


給排気筒を延長ずる.場合のま意 

給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 ffi びりで取りは 
けられる場所を選定しでください。 

据付け後の確認 


積雪地区におけるま意_ 

積雪のをい地ちでは、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラ 
な取は場所を選定しでください。また、風が'よどむよラな場所では、 
が気ガスを再度吸ぃ^^んで不完全燃焼を起こすことがぁります。 


据付けび終わりましたら、ちう一度、工事説日月書の「特にミ主意しでしげこだきたいこと枝をのために必ずお守りください) J をお読み 
になり、工事説日月書に記載されでいるとおりお付けられでいるかどラかを確認しでくださし、。 


試運輯 


罰運転は販売店またはおは業着とご一緒に必ずおこなつでください。 


■運転準備 

ま 意 電源 プラグはコン它ントに根元まで確実に差し込んでください。 (デジタル表示び ) 

•匡玉王巫ち宜^ボタンを3秒]^内に3回巧しでください。（デジタル表示び ( HZH ]) 

•ミ由タンクに給ミ由し、送ミ由経路の空気抜きをしでください。 （4 ページ）■送;'由経路やストーブよりミ由漏れびないか確認しでください。 
•定ミ由面器リ它ットボタンを它ットしでください。 （4 ページ） 


■運転 

ミ由タンクの送ミ由バルブを開いでください。 圓消义のま順 


[ 運局ボタンを押して「入 J にしてください。（運転ランプ点'灯) 



屆転 I ボタンを押して「切」にしてくださし、。 


• にミ王意 I 初めでお使いになるときは、耐熱蛋料などび焼けて煙と臭 
いびでます。このよラな場合は、お部屋の窓(給が気筒トップ取巧け 
場所より離れた巧）をかし開け、半曰から1曰程度 
r 大义力」運転をしでくださし、 

• 約5〜6分間の予備燃焼び終わると本燃焼じなり 

■ •燃焼中の刻こ黄色しぶ啸义）び混じったり 、がこ 
よったり、上下変動することびありますび異常では 
ありません。 



ルームサーモによる自動運転ができることを確認してください。 


(運転ランプ消口) 


運乾入/の 



燃焼室が冷却すると約10分 
綾に燃焼用送風機、巧流用送 
風機が停止します。 


• 長期間の保管後、再び設置する場台ち「試運輯 j の手順(こ従 
し、、試運輯をおこなつでくださし、。 


17 































































































MEMO 


ホし幌市白扫区平和通 16 了目南 1-19 〒〇 03-0028 

ホし幌市白石区米里3ま 2 T 目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち便の21 -2 〒〇41 -0824 

脚 II 市東姐川南1菜 2 T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広市西18柔化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

訓路市巧圍の 4-1 7 〒〇 85-0038 

北見市美ちの 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL (011)8 目 4-0440 
TEL 01 1)879-2121 
TEL 0138)48-6070 
TeUoI 66)37-2330 
TEL (日 155)35-7518 
TEL 日 154)24-41 91 
TEL 0157)26-2103 


E を市な淵 3-2- 15 
E を市巧淵 3-2- 15 
新竊市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
秘本市哲質大夕保原7852 

をお市駅西新町 1-1-2 己 
を巧市駅西巧の 1-1-25 
書山市田中の 2-3-1 5 
福丹市和坦東 1-607 


〒955-0864 

〒955-0864 

〒950-0855 

〒381-0022 

〒399-0033 

干 920-0027 
干 920-0027 
〒930-0985 
干 918-8237 


TEL (0256)32-2126 (代表） 
TEL 0256た 2-21 29代表） 
TEL 025)286-9131 代表） 
TeU 026)221-51 11ミげ表） 
TEL (0263)26-0051( 巧表） 

TEL (076)260-0567( 巧表） 
TEL か76た 60-003 如代表） 
TEL (076)444-0567 (代表） 
TEL か 776)23-0567 ミ代表） 


FAX の 256)35— 8519 
FAX (0256)32-2137 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の26た21 -0039 
FAX の 263)25-9961 

FAX (076)260-077 己 
FAX 076 260-0738 
FAX 076)444-061 1 
FAX わ 776)23— 0580 


g 古屋市熱田区が田の 16-1 1 
g 古屋市熱田区が田の 16-1 1 
静岡市駿'巧区富松 2-15-30 
岐阜市六条南 2-7-8 
津市富を屋 3-29-38 
沼津市西巧路 888-1 

吹田市南重田 1-8-47 

吹田市南を田 1-8-47 

高松市ミ里の 1-8-5 

京都市伏見区け田段ノリ I 原町 70- 1 

巧!戸市西区枝吉 5-1 32 

彦根市正法寺町南出78 

福巧山市荒巧東の68 


〒456-0004 TEU 052)746-6600( げ表） 
〒化 6-0004 TEU 052)746-6603( げ表） 
〒422-8日34 TEL の54に: 38-0005( げ表） 
〒500 -8358 TEL の5の 268-7555( げ表） 
〒514-0819 TEL の 59)234-8471( げ表） 
〒41 0-0303 TEL (055)968-6210( 巧勤 

〒巳 64- 日日44 TEL の目)638日一2111(巧表） 
〒564-0044 TEU 06)6386-5670( 代表） 

干760-日日78 TEU 087)835-171 1(代表） 

干61 2-8414 TEL の 75)643-2 日日2(代表） 
干651 -2 133 TEL (078)922-2431 (代表） 
干 522-0024 TEL の 749)24-6239 (代表） 
干620-日日61 TEU 0773)22-0827 (代表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884-6554 
FAX の 54)238-0006 
FAX の 58)268— 7550 
FAX の 59)234-8472 
FAX の 55)968 — 6212 

FAX の 6)6386-7262 
FAX の 6)6:386-5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX の 75)643-087 日 
FAX の78)922-24% 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


に島市安化南区お園 3-27-2 日 
広島市を化南区巧園 3-27-2 日 
岡山ホ化区辰己 35-1 03 
米子市吕夕美の 235-1 
固南市徳山すーノ井手5631 -4 

福岡市博夢区東比惠 2-2-4 日 

福岡市博ぎ区東比恵 2-2-4 日 

化刀;州市ル賃化区愛着 2-6-4 

鹿巧島市坦上 7-16-5 

熊本市尾ノ上 1-11-12 

長崎県西彼许郡時まのを底郷お坦 74-1 

宮崎ホ霧島 3-59-2 

大分市兰な 1-19-7 


干731 -01 38 TEU 082)871-3310 (代表） 

干731 -01 38 TEU 日 82)871-331 5(代表） 
干700 -097 目 TEU 086)243-7751 (代表） 
干 683-0035 TEU 日 859)33-81 57(代表） 
干 745-0882 TEU 0834)22-5567 (代表） 

〒81 2-0007 TEU 092)474-5771( 巧表） 

干81 2-0007 TEL (092)474-6001 (代表） 

干 803-0828 TEL 093 592-861 1代表） 
干 890-0034 TEL 099 28 1-1321 代表） 
〒862-0913 TEU 096 た 67-736 パ代表） 
干851 -21 日目 TEL (095)882-7710 (代表） 
干880-日日32 TEL 0985)29-1 680代表） 
干 870-01 08 TeU 097)523-51 6パ代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の 86)243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 

FAX (092)474-577 己 
FAX か92 474-6414 
FAX の93お 92— 8666 
FAX (099)281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX 095)882-7767 
FAX わ 985)25-0685 
FAX の 97)523-5162 


を 巧を 巧 
をおサービス它ンター 
冨山営業所 
福井営業所 


東京都化区豊島 8-4-8 〒11 4-0003 

東京都化区豊島 8-4-8 〒11 4-0003 

東京都化区豊富 8-4-8 〒11 4-0003 

な川市畐松の 1-22-3 〒190-0011 

松戸市富塚新田 95-5 〒270-2222 

横お巿口塚区原宿 4 T 目 7-1 3 〒245-0063 

山梨県中巨摩郡昭和の西乗2491 -2 〒409-386目 

さいたま市が区旨原の 1-674-2 〒331-0812 

さいたま巿が区宮原の 1-674-2 〒331-0812 

富崎市問屋の西 1-3-22 〒370-0007 

宇都旨市藥瀬の2313 〒321-0933 

太田市畐林東の2375 干 373-0825 

か戸市ち原の 653-2 〒31 0-0852 

つくば巿谷田部 6788-1 9 〒305-0861 


TEL (03)3927-1151 
TeU 03)：3911-1131 
TEL (03)3927-1152 
TEL 日 42)51 9-5271 
TEL 日 47)312-833 日 
TEL か 45)852-4008 
TEL (055)268-1567 
TEL 048 651-1722 
TEL 048 651-1231 
TEL か 27^361-4806 
TEL (028)632-5105 
TEL 0276)38-6571 
TEL 日 29)241-2172 
TEL 029 839-5325 


FAX の 11)863-3154 
FAX の 1 バ 871-24 日日 
FAX (0138)48-6080 
FAX 0166 37-2338 
FAX 0155 35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX の 157)26-21 日 7 


FAX の 17)7 斗 2-8275 
FAX の 17)7 斗 3-1118 
FAX の1の 864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX の 178) が-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の172に 8-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)6 日 4-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22)23 目一8810 
FAX (022)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX のの 4)31-0581 


FAX の 3)3927-1160 
FAX の 3)3927-1130 
FAX の 3)3927-11 目日 
FAX の 42)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX 048 651-6370 
FAX わ 4 が 651-6370 
FAX の 27)361-9139 
FAX (02 が 632-5205 
FAX わ 276)38—5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX の 29)836-1913 


東化地区 


青 巧 ま 盾 
青巧サービス它ンター 
中乂田営業所 
秋田サービス它ンター 
八戸営業所 
八ロサービス它ンター 
化前営業所 
化前サービス它ンター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
か巧営業巧 


青森市古館1了目 12-38 
青森市古館1了目 12-38 
秋田市泉中巧 4 T 目 4-1 8 
が田市が相川兰千刈 109-1 
八戸市売市4 了目 4-7 
八戸市売市4 了目 4-7 
化前市田園 1-2-1 
化前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州巿水巧区か巧工業固地4 了吕79 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


干 030 -0946 TEU 017)742-8255( げ表) 
干 030 -0946 TEL の 17)743-2971( 巧表) 
干 01 0-0917 TEU 0 1 8)864-5671 (げ表) 
干 01 0-0802 TEU 0 1 8)864-521 9(げ表) 
干 031 -0073 TEU 0 1 78)24-5289( げ表) 
干 031 -0073 TEU 0 1 78)47-6609 (代表) 
干 036-8086 TEU 0 1 72)28-391 0(げ表) 
干 036-8086 TEU 0172)26-4770( げ表) 
干 020 -0823 TEU 0 1 9)622-4791 (代表) 
干 020 -0823 TEU 0 1 9)604-0281 (巧表) 
干 023-0002 TEU 0197)22-415 日(げ表) 

干 983-003 日下£1_の22)23日一3181(げ表) 
干 983-0035 TEL (022)783-1 791 ( 巧表) 

干 963-8033 TEU 024) の 8-2240 (代表) 

干 990-2423 TEU 023)642-3255( 巧表) 

干 998-01 03 TEU 0234)31 -0571( 巧表) 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パーク 102 


干901 -2227 TEL の 98)897-5677( 代表 ） FAX の 98)897-5679 


07129002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒9日 5-8 己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒 945-08 17 

長岡工場長岡巿下条町着ノ浦1069〒940-1146 


TEL (0256)32-21 11(大げ表） 
TEL (02 日 7)23 —己17己(イザ表） 
下£1_(02己8)22-2121(代表） 


20己 WA 0851- 0 12 3 dsp 23 


株式ちな 


ホー ムぺ ージ htt 



お客様ご相談窓□一覽表 I 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記の ご 相談窓 □にご 依頼ください。 

ご転居やご贈營品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□(こご相談く 

ださし、。 

各称、巧巧地、電話塞号は、変更ずる揚含がありますのでご3齋ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


表表表表表表表 


お-巧巧巧 

夕 

ミ、ン業業業 

宝它 

•^曽営営 

台 I 

す山形巧 

台 

仙仙郡山圧 


巧-巧巧巧巧巧店巧巧巧巧巧巧 
夕 

ま於業業業業業ま f 業業業業業 
ス 胃営営 

圏ビ営営営営営東ま営営営 

- こ宮ば 

都^京川葉お耐関パ崎都坦 I 戶く 

首首東立千横甲北さ富宇太水つ 


巧-巧巧巧 

以業業業 
まな®0 
ジ営営 


漏-す 
か爲野本 
を 

新 I 二新長松 


表表表表表表表表表表表表表表 


店-巧巧巧巧巧 

夕 

ミ、ン業業業業業 

支它 

営営営営営 

幌 I 

サ館川広路見 

幌 

れ化函旭帯訓化 


巧-巧巧巧巧ち-巧巧巧巧巧 

夕 夕 

ま政業業‘__，業ミ、ン業業業業 

業 ま t Ain 


ス 

匡： y 営営営 
- 営。 


営営営営 


ナ^备 お_ I 

古 g 岡阜津 サお都戸根^ 

古 阪 

g 谷静岐ま沼大大富を巧彥福 


巧-巧巧巧 
夕 

ま^業業 
営営営 
島一 

サ山子山 
島 

広広岡米徳 


店-巧巧巧巧巧巧 
夕 

ミ、ン麵業 sa 業 

ま它4 


営営 

伴 

州島 


営営営営 

巧 I 」州ち-, 

サ化ミ本崎崎巧 

岡—ノ 

福福化鹿熊長冨大 


33 

出出8 
ノノ 9う 

日日-を 

区区5 

野野^田^ 

城城宙青の 

宮宮亀ま錦 

市市市市市 

台台山お田 

仙仙郡山酒 
















